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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号ｘを再構築するための方法であって、
　測定値ｙｉのベクトルｙとして信号ｘを測定するステップであって、該測定値ｙｉは歪
みを受け、各測定値ｙｉは、関連した値を有するものと、
　前記関連した値に従って前記ベクトルｙにおける前記測定値ｙｉを順序付けるステップ
であって、各ソートされた測定値は、順序付けられたインデックスシーケンスを形成する
前記順序付けに対応するインデックスを有するものと、
　前記順序付けられたインデックスシーケンスに再構築方法を適用するステップであって
、前記信号ｘの推定値

【数１】

を生成し、前記信号ｘはスパースであるものと、
　を含み、
　前記各ステップがプロセッサにより実行される方法。
【請求項２】
　前記歪みは非線形且つ未知である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非線形性は単調である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ベクトルｙにおける前記測定値ｙｉは正規分布ｆ(ｙ)に従い、該正規分布ｆ(ｙ)は
、累積分布関数(ＣＤＦ)Φ(ｙ)である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記順序付けは増加順である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記順序付けは減少順である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記測定することは、
　　ｙ＝ｇ(Ａｘ)
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に従い、ここでＡは測定行列であり、前記関数ｇは非線形増加又は非線形減少するもので
あり、前記信号ｘに要素単位に適用される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記測定値の個数はＭであり、前記適用することは、
　測定値
【数２】

を
【数３】

に従って推定することをさらに含み、ここでｐｉ＝ｉ／(Ｍ＋１)であり、圧縮再構築は
【数４】

であり、ここでΔＡは再構築手順である、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記適用することは、
　前記測定値ｙｉの前記順序付けに対する一貫性のある制約
【数５】

を充足すること、をさらに含み、ここで、

【数６】

は測定行列であり、ｓｉｇｎ(・)＝±１であり、ｉ及びｊは前記行列
【数７】

を形成するのに使用される前記測定行列Ａのそれぞれ第１の行のインデックス及び第２の
行のインデックスであり、圧縮再構築は、

【数８】

であり、ここで、ＭＳＰは、マッチング符号追跡手順である、
請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記値は前記信号ｘの振幅である、請求項１に記載の方法。
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